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2.研 究 方 法
(1) 調壺対象
川崎医療短期大学第一看護科 2年生（以下， lNと
する） 50名，第二看護科 1年生（以下， 2Nとする）

























た． 日常と実習との間に有意差が認められた (p< 















lN 人 31 19 50 
日常
2N 人 25 30 55 
計 人 56 49 105 
（％） (53.3) (46 7) (100) 
lN 人 15 35 50 7 
実習
2N 人 20 35 55 
計 人 35 70 105 




苦手 ← 普通 → 得意
対象／評価 1 2 3 4 5 計
lN 人 1 1 15 16 17 
実習グループ 2N 人
゜゚
18 20 17 
計 1 1 33 36 34 105 
lN 人 3 ， 24 8 6 
患 者 2N 人 3 6 30 14 2 
計 6 15 54 22 8 105 
lN 人 3 2 23 15 7 
担 当 教員 2N 人 3 4 27 13 8 
計 6 6 50 28 15 105 
lN 人 21 18 5 5 1 
看護スタッフ 2N 人 16 17 16 6 
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表 3 看護スタッフとのコミュニケーシ ョン意識
はい（人） いいえ（人） 1 N/ 2 Nの
1 N 2N lN 2 N クロス結果
コミュニケーションで
喜びを感じた
17 29 33 26 np 
対象者の対応に満足した 15 28 35 27 
信頼が得られた 18 34 32 21 P <O.05 
言動の意味を理解された 28 45 21 10 
存在が認められた 22 39 28 16 
P <O 01 
考えを表現できた 15 31 35 24 
コミュニケーションが
成立した






1 2 3 4 5 
順 調
゜
1 26 36 34 





゜゚習 順 調 2 4 38 19 8 患 者 P < 0 001 
つまずき 4 11 16 3 
゜の 順 調 1 3 37 27 15 
担当教員 成 P <0.001 
つまずき 5 3 13 1 
゜否 順 調 6 14 17 8 1 
看護スタッフ P <0.001 







順 調 96 1 
実習グループ P <O 01 
実
つまずき 3 3 
患 者 習
順 調 69 1 
P <0.01 
つまずき 26 7 
の
順 調 79 2 
担当教員 成
つまずき 10 10 
P <O 01 
否
順 調 43 2 
看護スタッフ P < 0. 01 
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